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である。新しい幼稚園の在り方の上
に，よりよき導きの書として，広く人々に読まれ愛されることと信じて，おすすめ

























































































































































































































注⑴ 拙稿「「幼稚園教育要領」（1956年）作成の政策的背景とその特質」『早稲田教育評論』第 26号第 1巻，早
稲田大学教育総合研究所，2012年。
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